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（具体的な取組内容） 

取組方向１：東紀州地域の産業振興と地域づくりに向けて 

（１）地域が一体となって産業振興、観光振興およびまちづくりを総合的に推進するた
めの新しい組織をつくります。 
（２）地域の資源を活用したビジネスの創出を支援することにより、東紀州地域の経済
の活性化と雇用増をはかります。 
（３）地域資源の有効活用をはかりつつ、紀南地域の振興に向けた地域連携を進める取
組に対する支援を行います。 
（４）中山間地域の活性化につながる総合整備計画を策定するとともに、中山間地域に
おける持続的な営農や定住化に向けて、基盤整備による省力化、集落道路および防
火水槽等の生活環境基盤の整備を推進します。 

 

取組方向２：東紀州地域の１次産業の振興に向けて 

（１）かんきつ産地の活性化をはかるため、遊休農地を有効利用しつつ次代の農業の担
い手育成システムを構築する取組を支援します。また、消費者や量販店との情報交
換・交流を深め、安定的な販売体制を確保するとともに、２次、３次産業との連携
をはかる取組を支援します。 
（２）東紀州地域の特性を生かしたマダイ養殖の推進やマハタ養殖の実用化など養殖水
産物の安定的な供給体制の確立と人工種苗の放流による沿岸の水産資源の維持増
大をはかるとともに、マダイ、マグロなどの養殖機能施設やカツオなどを対象とし
た浮魚礁施設の整備を進めます。 
（３）主産品となる農林水産物（養殖魚、林産物、かんきつ）の高品質化および生産基
盤の強化につながる研究開発を進め、生産者にスムーズに技術移転していくことで
地域の活性化につなげます。 
 

県が他の主体に期待する取組 

● 東紀州地域の生産者および関連事業者が、自らの責任と努力により、地域の産業
の振興および地域経済の活性化の取組を行なっています。 
● 地域住民、民間団体やボランティアグループなどが、地域の良さに気づき、自ら
コミュニティ活動や地域づくりを活発に行なっています。 
● 基礎自治体である市町が、地域住民などと連携しながら、地域づくり事業に取り
組んでいます。 
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